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●基本理念

●将 来 像

●施策の大綱
１．定住施策の充実と交流人口の拡大

２．三地域の特性に合った振興策の充実



計画策定の背景（人口減少と少子高齢化）

まちの将来人口の見通し

町独自推進　　　　　国立社会保障人口問題研究所● ■



第１期まちづくり総合計画
基 本 構 想

第２期まちづくり総合計画
基 本 構 想

◆第１章　計画の策定にあたって

◆第２章　基　本　構　想

◆第１章　計画の策定にあたって

◆第２章　基　本　構　想



第１章　定住を促す住みよい環境のまちづくり
　ここに暮らす人たちも、移り住む人たちも、と
もに自然豊かなこの地域で長く快適に暮らすこと
ができるよう、生活の基盤となる生活環境、住環
境、雇用環境などの整備や受入体制を整えること
で、まちの魅力を高めます。

第２章　誇れる地域特性を活かしたまちづくり
　火山の恵みである温泉や洞爺湖、縄文遺跡や彫
刻群など、この地ならではの地域資源を魅力とし
て認識し、楽しみとすることで、まちの活力を産
み出します。

第３章　競争力のある地域に根ざした元気産業のまちづくり
　他産業との連携による経営基盤やブランド力の
強化に向けた取り組みのほか、医療福祉分野の人
材育成や支援体制の構築などにより、産業を元気
にします。

第４章　心豊かに子どもを育むまちづくり
　結婚、出産、子育ての希望をかなえ、学習環境
や子育てしやすい地域社会を整えることで、子ど
もの健やかな成長と若い世代の定住を促進します。

第５章　やさしさあふれる健康福祉のまちづくり
　保健・福祉・介護・医療・住民が連携し、サポ
ート体制の充実を図ることで、いつまでも健康で
安心した暮らしを続けられる地域を創造します。

第６章　人が輝きと賑わいを生み出すまちづくり
　地域の住民がさまざまな活動への参加やそれぞ
れのつながりを大切にし、互いに協力し合うこと
で、まちへの愛着と賑わいを創出します。

◆第２期まちづくり総合計画は、町ホームページ
　に掲載しています。
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●基金の現在高

●一時借入金の状況

予算現在額　77億1174万円
収 入 済 額　36億6031万円
収　入　率　47.5％
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●特別会計

●地方債の状況

●水道事業会計

予算現在額　77億1174万円
支 出 済 額　28億532万円
執　行　率　36.4％
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新成人の皆さん
20歳になったら
国民年金

平成29･30年度
競争入札参加資
格申請書を受け
付けます

不正アプリに気
をつけて

行政に関わるく
らしの無料相談
会開催
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無料法律相談会
開催

消費者啓発パネ
ル展

第２次洞爺湖町の
教育目標と教育ビジ
ョン（素案）に関する
意見を募集します
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火山の噴火警戒レベル



高額介護合算療養費について

医療費通知を全受診者へ送付します

◆自己負担限度額表

医療費通知を活用しましょう



■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

りゆうが
　　あります

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

☎☎



☎



第54号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会
(洞爺湖町役場ジオパーク推進課内)
☎（0142）74－3015洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会だより



２０１７.２.１エントリー開始
フルマラソンのみ 定員５，５００名（先着順）
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北海道電力からのお願い
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